
［連続立体交差化計画の概要］

●鉄道を一定区間連続して立体化し、多くの踏切を同時になくす事業

●令和3年11月に都市計画決定し、令和４～５年度に事業認可取得予定

［側道計画の概要］ ※側道：鉄道付属街路、特殊街路

●連続立体交差化計画にあわせて、令和４～５年度に事業認可取得予定

⇒側道の整備によって、鉄道の高架化による日影の影響が緩和される

ほか、駅へのアクセスや沿線地域の利便性、防災性が向上

武蔵関駅周辺地区のまちづくり 上石神井駅周辺地区のまちづくり
上井草駅周辺地区（下石

神井四丁目）のまちづくり

西武新宿線沿線まちづくりの概要

西武新宿線の連続立体交差化計画と側道計画
（井荻駅～西武柳沢駅間）

［都市基盤の整備（都市計画道路、駅前広場等）］

●連続立体交差化計画にあわせた事業認可取得を

目指して、駅前広場や補助230号線等の都市計

画道路の測量等を実施中

●石神井川の河川整備が事業中(扇橋～本立寺橋区間)

［土地利用の促進］

●商店街のさらなる活性化等に向け、地区計画等

の「まちづくりルール」策定や建築物の共同化

の実現に向けて検討中

［都市基盤の整備（都市計画道路、交通広場等）］

●南北道路および交通広場が事業中

［土地利用の促進］

●都市基盤整備の進捗を踏まえて、地区計画等の

「まちづくりルール」策定に向けて検討中

●駅前空間の高度利用を目指し、市街地再開発事

業等の建築物の共同化の実現に向けて検討中

●都市高速鉄道西武鉄道新宿線
区間 ： 井荻駅 （杉並区下井草五丁目） ～ 西武柳沢駅 （西東京市柳沢一丁目） 延長 ： 約５.５ ㎞ （都市計画区間）
主な構造形式 ： 高架式（嵩上式） 交差する都市計画道路 （立体化予定区間） ： ５ 本

●都市高速鉄道西武鉄道新宿線付属街路（側道）
幅員 ： ６ ～ ２０ ｍ 路線数 ： １９ 本

●特殊街路練馬自転車歩行者専用道（側道）
幅員 ： ６ ｍ 路線数 ： ２ 本

都市計画

の概要

［都市基盤の整備（駅前広場等）］

●連続立体交差化計画にあわせ

た事業認可取得を目指して、

杉並区が駅前広場や駅前広場

に接続する道路などを計画

［土地利用の促進］

●商店街のさらなる活性化等に

向け、方策を検討中

詳細は職員が各パネルでご説

明します。

お気軽にお声がけください。

※図面の鉄道や道路等の計画線はイメージです

令和３年11月
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西武鉄道新宿線(井荻駅～西武柳沢駅間)連続立体交差化計画
等のパンフレットより引用・一部加筆

構造形式：高架式（嵩上式）及び地表式
都市高速鉄道西武鉄道新宿線付属街路（側道）：幅員6～20m 路線数19本
特殊街路練馬自転車歩行者専用道（側道）：幅員6ｍ 路線数2本

西武新宿線（井荻駅～西武柳沢駅間）連続立体交差化計画



●鉄道の高架化による日影の影響緩和

●駅へのアクセスや沿線地域の

利便性、防災性の向上

＊西武池袋線の側道

側道イメージ

側道

側道計画



高架前 高架後

事業の効果

踏切で救急車も
渡れない

開かずの踏切にイライラ

踏切がなくなり交通渋滞や
事故が解消

鉄道とあわせて都市計画道路を
整備することで、安全性・利便性
が向上

駅周辺を人や車が往来しや
すく整備することで、にぎわい
のある空間を創出



●遮音壁の設置

●ロングレールを可能な限り採用

●レールの重量化

●弾性バラスト軌道の採用

※弾性バラスト軌道… 下面に弾性材を取り付けたマクラギと

コンクリート床版又は路盤コンクリ－トを覆う消音バラストにより

構成される、防音・防振・省力型の軌道構造

環境保全のための措置（鉄道騒音・振動）



まちづくりの方針

交通環境の改善と

機能強化
商店街の活性化

安全・安心で快適な

暮らしやすい

住環境の整備

まちづくり構想図

土地利用の方針

まちづくりの経緯

平成16年７月 協議会が「まちづくりに関する提言書」を区へ提出

平成20年３月 「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」を策定

平成27年12月 都市計画マスタープランを見直し、位置づけを“地域拠点”に変更

令和 ３年６月 「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」を改定

【 基 本 方 針 】

上石神井駅周辺地区のまちづくり



上石神井一丁目

上石神井二丁目
上石神井
四丁目

• 連続立体交差化に伴い、現在の車庫を縮小す

ることで生まれる土地

の活用方法について、

西武鉄道と協議を進め

ています。

まちづくりルールの検討

検討会議の様子

まちづくり構想範囲

車庫の範囲

駅前エリア

凡 例

南北道路および交通広場

建物の共同化の検討

意見交換の様子

鉄道用地の活用

南北道路および交通広場(外環の２)
詳しくはパネル「まちづくりのルール」でご紹介します

詳しくはパネル「南北道路および交通広場の概要」

でご紹介します

• 南北道路は東京都、交通広場は練馬区が
それぞれ用地取得を進めています。

■検討内容
• 建物の建て替え、道路、みどりのあり方など

について検討しています。

■対象

• 駅前エリアに土地・

建物の権利をお持ち

の方

■内容

• 市街地再開発事業な

どの手法に関する検

討をしています。

• まちの将来像に関す

る意見交換等を行

なっています。

各事業の概要

【東京都都市整備局提供】

西武新宿線の連続立体交差化

連続立体交差化計画

側道の整備

事業の経過
■平成26年

外郭環状線の２の都市計画変更
（一部幅員の縮小、交通広場の設置）

■平成28年
事業概要と現況測量に関する説明会
および用地測量説明会の開催

■平成30年12月
事業認可を取得し、事業に着手

■平成31年３月
用地説明会の開催

※令和４～５年度に
事業認可を取得予定

・令和３年11月に、
都市計画決定をし
ました。

事例視察の様子

連続立体交差化のイメージ
（石神井公園駅）



【 交通広場 】※練馬区が施行します【 南北道路 】※東京都が施行します

◇ 路 線 名

外郭環状線の２

◇ 延 長

約７９０ｍ

◇ 幅 員

２２ｍ（標準）

上石神井
三丁目

上石神井二丁目

上石神井四丁目

上石神井一丁目

西武新宿線
上石神井駅

南北道路

延 長 約７９０ｍ

0 50 100 200m

上石神井小学校

交通広場

バス・タクシーの待機場

バス・タクシーの乗降場

凡 例

車道

歩道、植樹帯

■ 交通広場整備イメージ図

◇ 広 場 名

外郭環状線の２（交通広場）

◇ 面 積

約５,１６４㎡

◇ 事業期間

平成３０年度～令和９年度

◇ 事 業 費

約４１億円

※ 整備の詳細については、今後、関係機関と調整のうえ変更する場合があります。
※ 検討中の交通広場の整備イメージです。（植栽等についても今後検討していきます。）

◇ 事業期間

平成３０年度～令和９年度

◇ 事 業 費

約１５６億円

⇒ 事業の効果

○交通の円滑化

・地域の幹線道路ネットワークの形成

○通行の安全性、快適性の向上

・歩行者、自転車通行区間の整備

○地域の防災性の向上

・延焼遮断帯の形成、避難路としての機能強化

○良好な都市景観

・電線類の地中化や植樹帯の設置

○交通結節機能の向上（交通広場）

・バス、タクシー、鉄道への乗り換え時の安全性や

利便性の向上

○活気ある駅前空間の創出

・駅前を多くの人で賑わう、みどりあふれる空間

■ 標準断面図

南北道路および交通広場の概要



地区計画とは

地区の特⾊を活かし、より良好
な街にしていくため、道路等の配
置や、きめ細かい建物の建て方の
「ルール＝ 取り決め」を都市計画
法に基づき定めるものです。
これにより、個々の建築に合わ

せて段階的にまちづくりが進み、
目標とする街並みが実現します。

このルールは、新築や建て替え
時に適⽤され、既に建っている建
物に対しては、利⽤形態を変更し
なければ適⽤されません。

練馬区では、駅周辺が大きく変化するこの機会を捉え、まちづくり構想の内容を

実現するための手法の一つとして、「まちづくりルール（地区計画）」の検討を進

めています。

地区計画の区域

今年３月に改定したまちづくり構想の「目指すべきまちの将来像」を踏まえて、地区計画の区域
を設定します。（詳細については現在検討中です。）
また、区域の特性を踏まえてそれぞれ以下のようなルールの策定を検討しています。

商店街エリア

で検討しているルール

 建築物の用途の制限

 建築物の高さの最高限度

 垣・さくの構造に関する制限

 敷地面積の最低限度

 建築物等の形態・色彩・意匠

 壁面の位置の制限

南北道路沿道エリア

で検討しているルール

 建築物の用途の制限

 建築物の高さの最高限度

 垣・さくの構造に関する制限

 敷地面積の最低限度

 建築物等の形態・色彩・意匠

 壁面の位置の制限

住宅地エリア

で検討しているルール

 垣・さくの構造に関する制限

 敷地面積の最低限度

 建築物等の形態・色彩・意匠

 壁面の位置の制限

車両留置施設エリア

で検討しているルール

 垣・さくの構造に関する制限

 敷地面積の最低限度

 建築物等の形態・色彩・意匠

 壁面の位置の制限

敷地の細分化を防ぐとともに、ゆとりのある
住環境を保全するため、建築物の敷地面積の
最低限度を定めます。

災害時のブロック塀等の倒壊を防ぎ、みどり
豊かな街並みを形成するため、垣またはさく
の構造を制限します。

周辺住宅地への配慮と良好な景観を誘導する
ため、建築物等の高さ制限を定めます。

住宅と店舗が調和した街並みを誘導するため、
建築物の用途の制限を定めます。

まちづくりルール（地区計画）で定める項目について

景観に配慮した街並みを形成するため、建築
物等の形態または⾊彩その他の意匠、屋外広
告物等について、制限を定めます。

地区の利便性や歩行者の安全性および防災性
の向上、良好な住環境の形成を図るため、壁
面の位置や壁面後退区域における工作物の設
置を制限します。

×

×

敷地面積の最低限度

建築物等の形態・⾊彩・意匠 壁面の位置の制限

垣・さくの構造に関する制限建築物の⽤途の制限

建築物の高さの最高限度

× 〇

×

まちづくりルールについて



建物共同化の検討

これまで、まちづ
くり協議会での話し
合いやアンケート等
を行い、街並みの将
来イメージを地域の
皆様と共有してきま
した。

現在は、そのイ
メージを実現するた
めの手法（建替えの
ルールなど）につい
て検討しています。

まちづくりルールの検討

土地・建物をお持
ちの皆様とまちづく
り勉強会を開催し、
まちの将来イメージ
の共有や、共同建替
えの学習を行ってい
ます。 まちづくり勉強会の様子

（北口駅前街区）

武蔵関駅周辺地区まちづくりおよび各事業の概要

銀行

まちづくり協議会の様子

街並みの将来イメージ

コンビニ

連続立体交差化計画

駅前広場の整備

側道の整備

令和３年11月
に都市計画決定
をしました。

（井荻駅～西武柳沢駅間）

補助２３０号線の整備
（青梅街道～新青梅街道間）

事業化に向けて、令和３年
度は用地測量を行っています。

石神井川の河川整備

浸水被害を軽
減し、河川環境
の向上を図るた
め、河川を整備
しています。

※令和４～５
年度に事業認
可を取得予定

都市計画道路の整備

（青梅街道～新青梅街道間）

補助１３５号線の整備

河川整備のイメージ（松ノ木橋付近）

連続立体交差化のイメージ
（石神井公園駅）



 

都市計画の概要 

 –  武蔵関駅駅前広場について 

武蔵関駅周辺の主な課題 
 

 

名称 東京都市計画道路 区画街路 練馬区画街路第８号線 面積 約 5,200 ㎡ 

③側道のイメージ図 

②駅前広場のイメージ図 

○ 駅直近のバス停が分散し、駅から離れている 

○ 歩道のない通りにバスが多数運行している 

〇 駅利用者が憩い集える十分なスペースがない 
 

☞ これらの課題解決に向け、駅前広場の整備、駅への安全な動線を確保します。 

※イラストは、現段階でのイメージです 

①駅前広場のイメージ図 



補助230号線の断面イメージ

整備イメージ

（整備事例：補助132号線（石神井公園駅北側））

よくあるご質問

補助230号線は、安全・快適に駅へアクセスできる、青梅街道と新青梅街道をつなぐ

重要な道路です。

◇路線名 都市計画道路補助第230号線
◇延 長 約910ｍ（青梅街道～新青梅街道）

◇幅 員 16ｍ
◇施行者 練馬区

概 要 〔都市計画決定：昭和41年〕
〔事業認可(予定)：令和4～5年度〕

※道路の位置は概略です

補助２３０号線の整備について



 

 
 
 
 

街並みの将来イメージについて 〜アンケート調査結果〜 

武蔵関駅周辺の環境の変化を見据え、良好な街並みや賑わいの創出に 

つながる、建物の建替え等のまちづくりルールを検討するため、区では、 

9 月下旬から10 月中旬にかけて、エリアごとの街並みの将来イメージ 

に関するアンケート調査を実施しました。 

今後は、「まちづくりルール」の具体的な内容について 
検討を進めていきます！ 

詳しくは練馬区
ホームページを
ご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

                                                  

                                            

                            

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

上井草駅周辺地区（下石神井四丁目）のまちづくりの概要 

上井草駅周辺地区（下石神井四丁目）まちづくり構想  平成２６年 11 月 練馬区策定 

上井草駅周辺地区（下石神井四丁目）まちづくり広場の開催 
今後のまちづくりの課題や進め方について地域の方々に広く意見を伺うため、 

令和３年 10 月にあざみ児童遊園で「まちづくり広場」を開催しました。 

まちづくり広場の様子 

ご意見をお寄せいただきありがとうございました。今後は、いただいたご意見を踏まえて具体的なまちづくりの方法を検討していきます。 

主な自由意⾒ 

◆⻄武新宿線の⽴体化は沿線 
住⺠の⻑年の悲願なので、 
⾏政として全⼒で取り組ん 
でほしい。  
 

◆商店街通りは⾞が通ると狭 
く感じる。 
 

◆商店街をもっと利⽤したい 
と思いつつも、大型スーパ 
ーを利⽤してしまっている。 
   

◆杉並区と連携して計画を推 
進してほしい。  
 

◆まちづくりの話合いの方 
法は、対話型が良いと思う。 

まちづくり広場のパネルとアンケート結果 

詳しくは練馬区
ホームページを
ご覧ください。 

▲二次元コード 

回答者数 50 人（複数回答） 

（15 件） 

（15 件） 

（26 件） 

（13 件） 

（2 件） 

（6 件） 

（1 件） 
（22 件） 

（4 件） 

（2 件） 

（3 件） 

（1 件） 

（2 件） 

（13 件） 

（16 件） 

（28 件） 

（33 件） 

（3 件） 

（22 件） 

（2 件） 

回答者数 50 人（複数回答） 
 

上井草駅周辺地区（下石神井四丁目）まちづくり提言書  平成２５年３月 練馬区へ提出 

武蔵野の面影を残す豊かで美しい緑に囲まれ、 

住宅街としての住環境が整備された、 

買物や通勤、子育てにも便利な、人に優しく暮らしやすいまち 



 

 

 

 

（杉並区決定）上井草駅駅前広場について 

都市計画の概要 

杉並区では、西武新宿線の連続立体交差化計画にあわせて、交通結節点機能の強化や安全な歩行者空間の形成などを 

図るため、上井草駅駅前広場や接続する道路の拡幅等を含む整備（杉並区画街路第３号線）を都市計画決定しました。 
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